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歌の解説は英語でなされているが、もしわからない場合にはボタンをクリッ
クすると、別のウィンドウに英語のスクリプトと日本語訳が提示されるので、
それらを参考に学習を進めて行く。
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　視聴後学習した内容にっいて質問が提示されるので、学習者はそれに答えて
理解度を自分で確認する。ここでは次に示すように前述のパワーポイント書類
の代わりにhtm1書類を同じ位置に提示できることから、ウェブベースの練習
問題システムであるWeb　Exerciseの画面や、　Hot　Potatoesのようなクイズ
オーサリングソフトで作成された問題が提示される。なお、SCORM（Share－
able　Content　Object　Reference　Mode1）を含むサーバー用ソフトが用意され
れば、質問に対する解答をすべて集計し、各学習者の学習履歴を記録参照する
ことが可能であるが、残念ながらここではそれは使用していない。下図では左
上ビデオの談話を聞いて、その内容に関する質問に対する答えとして最も適切
なものを4っの選択肢から1っ選ぶことになっている。解答を選ぶとその場で
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正誤が判定され、正答率が表示される。なお、問題には解答時間が予め決めら
れているため、一定の時間内にすべて解答するように設定されている。
　また、下図では左上の会話を聞いて、空欄を埋めるいわゆるディクテーショ
ンの活動を行う。それぞれの？マークをクリックすると、ヒントとして空欄に
入るべき語の日本語訳が提示されるので、それを参考にして解答してもよい。
最後まで問題に取り組み一番下にあるチェックボタンを押すと、正誤が判定さ
れたのち正答率が表示される。間違った場合には“Try　Again．”となり、学習
者はもう一度解答する。Hot　Potatoesでは誤答を入力するたびに、計算により
正答率が低くなっていくよう設計されている。
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4　ウェブ教材の他に必要とされる支援システムの整備
このようにウェブ教材によるコンテンッの提供はたいへん便利なシステムで
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あるが、自らの意思と興味・関心から学習を行うことが学習者自身に任されて
いるため、このようなシステムは動機づけの高い学習者には向いているが、動
機づけの弱い学習者はドロップアウトしてしまう可能性が高い。したがって、
日頃からオンラインシステムで学習することを奨励したり授業の宿題として課
したりするなど、ある程度強制的にこのような教材を使用させることが必要で
あろう。また、掲示板や電子メールなどを活用することによって、教授者と学
習者との問のコミュニケーションを密にとったり、励ましやアドバイスを与え
ることのできるような支援スタッフの体制を作ることが望まれる。
5　今後の課題と展望
　本稿では英語授業を補完し学習を強化・発展させるためのウェブ教材開発に
っいて述べてきた。このようなウェブ教材では外国語学習には不可欠な要素で
ある音声や静止画、動画などマルチメディアを活用しながら、授業とその前後
の活動を有機的に関連させるとともに、授業内容をより発展・深化させること
ができることを示した。ウェブ教材の開発は時間がかかるため、コンテンツ自
体はまだまだ少ないが、今後はこのようなウェブ教材を授業前と授業後それぞ
れの段階で増やしていく必要があるだろう。また、学習者からのより積極的な
取り組みを促すため、学習したことをその場で簡単に評価でき、その上学習履
歴が残るようなより洗練された練習問題提示システムの構築が望まれる。さら
に教授者側はこれらのシステムで得られたデータをもとに、必要に応じて授業
内容や指導方法を改善していくことが求められる。
　今後はウェブ教材のさらなる改良と他の授業におけるコンテンッの充実に加
えて、こうしたウェブ教材のオンライン提示が学習者にどのように受け入れら
れるかにっいて情意的な側面から調査するとともに、十分な学習効果があるか
どうかなどにっいて調査研究する必要があろう。
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使用ソフト
StreamAuthor　2Jサイバーリンク社（http：／／www2．cli．co．jp／index．htm）
Hot　Potatoes　6．O　Halfbaked　Software，　University　of　Victoria
　　　　　　　　　　　　　　　　　（http：／／web．uvic．ca／hrd／halfbaked／）
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Nobuhiro　Kumai
　　One　of　our　greatest　challenges　as　English　teachers　is　how　to　facilitate
the　development　of　learners’comprehension　skills，　especially　listening　in
English　for　effective　communication．　This　can　be　accomplished　by　design－
ing　interactive　multimedia　self－study　materials　and　putting　them　on　the
Net．
　　This　paper　describes　how　multimedia　web　materials　have　been　put　to
use　in　enabling　students　to　review　their　English　lessons　as　well　as　rein－
force　their　comprehension　skills　any　time，　anywhere　as　long　as　they　are
connected　to　the　Internet．　A　number　of　self－study　lessons　have　been
developed　using　authoring　programs　such　as　StreamAuthor　and　Hot
Potatoes．　In　these　materials，　students　watch　streaming　videos　synchro－
nized　with　explanations　about　the　English　lessons，　and　then　work　on　the
exercises　provided　for　self　assessment．
　　It　is　hoped　that　students　will　benefit　from　this　self－1earning　environment
to　reinforce　their　knowledge　as　well　as　enhance　their　comprehension　skills
through　these　online　materials．
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